
　第 7 号をお届けします．この「あとがき」を 5 月 5 日の“こ
どもの日”に書いておりますが，今朝の新聞に 15 歳未満の子
ども数は 1,553 万人で，1950 年以降で過去最低となったこと
が掲載されていました．一方，2017 年全国犬猫飼育実態調査
によれば，ペットの数は約 1,845 万頭（犬は 892 万頭，猫は
953 万頭）といまや 15 歳未満の子どもの数より多くなっている
ようです．犬といえば，今年の干支も“戌年”，動物に関係す
る“感染症ネタ”をご紹介します．
　近年，薬剤耐性菌による感染症が人だけでなく動物におい
ても拡大していることが世界的な脅威となっています．そこ
で，one health（ワンヘルス）という理念が提唱されています．
これは，人の健康を守るためには動物や環境にも目を配って取
り組もうという考え方です．実際に，臨床微生物検査において
も，犬や猫から分離される Staphylococcus pseudintermedius
や S. schleiferi など，獣医学領域の細菌が人の感染症にも関
与していることがわかり，薬剤耐性菌を判定するために新たな
基準が設定されました．これらの細菌は人から高頻度に分離
される S. aureus と似ているため，誤同定される可能性があり
ます．タイムリーにも本号の「トピックス」で「Staphylococ-
cus pseudintermedius を見逃さないために」，「臨床検査の
ピットフォール」で「コアグラーゼ試験の基本とピットフォー
ル」と，双方に素晴らしい解説が掲載されていますので，ぜ
ひご一読いただければと思います．その他にも「病気のはな
し」「技術講座」「疾患と検査値の推移」「フォーカス」と日常検
査にすぐに役立つ論文ばかりですのでお楽しみください．
� （大楠清文）
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あ と が き

編集室より
30 歳を超えて，何か変わらねばなるまいと感じている今日
この頃．髪型をオールバックにしてみました．周りからは基
本的に不評で，人生に迷っているとか，○キラ 100％とか，
おじさんとか酷い言われようでした．でも，いいのです．私
はもっと髪を伸ばして，「羊のように穏やかな竹内力」を
テーマとしたオールバックを目指すのです．� （S）

病気のはなし
胆石症 �  黒崎哲也
トピックス
臨床検査技師による検体採取 �  諏訪部章
リキッドバイオプシーの現況 �  西尾和人，他
フォーカス
微生物検査室をもたない検査室に必要な 

微生物検査の知識 �  中村久子，他
技術講座
病理：シリーズ　免疫染色（IHC/ICC）の基礎・2
　免疫染色の実際 1（染色前準備） �  柳田絵美衣
微生物：16S rRNA 遺伝子配列を利用した 

病原細菌の同定法 �  荻原真二
疾患と検査値の推移
再生不良性貧血　血算・骨髄像 �  臼杵憲祐
臨床医からの質問に答える
穿刺液を血液培養ボトルで培養検査に提出できますか？ 

 �  黒沢未希
臨床検査のピットフォール
当直で不慣れな髄液検査を行う時の注意点 

 �  長嶌和子
生理検査のアーチファクト・17
神経伝導検査②
皮膚温の影響 �  伊藤栄祐
Laboratory Practice
生理：シリーズ　超音波検査の導入奮闘記・2
　看護師さんのアドバイス �  森真有子，他
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